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症例報告

島根県におけるCZj"osto川川属吸虫の人体寄生第４例

前嶋條士福本宗嗣谷畑健生王浩然平井和光

（鳥取大学医学部医動物学教室，〒683鳥取県米子市西町86）

（掲載決定：平成８年７月23日）

要約

フナの刺し身を食べた後，喉に異物感を訴えた27歳の女性の咽頭から成熟した寄生虫体が摘出さ

れ，Ｃ肋ostomumspと同定された。これはCZi"ostomum属吸虫の人体寄生例の日本におけ
る第15例，島根県における第４例である。'

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ｐａｒａｓｉｔｉｃｌａｒｙｎｇｏ－ｐｈａｒｙｎｇｉｔｉｓ；clinostomiasis；ｃａｓｅｒｅｐｏｒｔ．

様子を見たが症状は治まった。虫体は同定のため鳥取大

学医学部医動物学教室に送付された。

虫体観察所見

５％ホルマリンで固定され，カルミン染色後エンテラ

ンニューで封入された症例虫体の大きさは，体長4.1

ｍｍ，最大幅2.0ｍｍであった（Fig.１）。収縮状態で

固定されているにもかかわらず襟状構造は不明瞭であっ

たが，前端近くに大きさ0.20×0.35ｍｍの口吸盤，体前

半およそ１/４の位置に0.72×0.82ｍｍの腹吸盤が認めら

れた。食道と咽頭は不明瞭，腸管は口吸盤の横で二分し

て腹吸盤両側を通り後走する。腸管には卵黄巣の少ない

後部で鋸歯状の側枝が認められるが，排泄嚢が不明瞭の

ため連結部は不明であった。体中央よりやや後方に横に

長く分葉した三角形の睾丸が前後に並ぶ。0.25×０．４５

ｍｍの前睾丸はやや左側に，０．２５×0.55ｍｍの後睾丸

は正中線上に位置し，そのあいだに虫卵を含有する子宮

があり，迂曲しながら前睾丸の左側を前走する。小蓋を

有する楕円形の虫卵の大きさは110-130×70-8ｑｕｍで

あった。嚢壁の極めて厚い子宮嚢は腹吸盤に達するが虫

卵は見られない。０１５×0.14ｍｍのほぼ円形の卵巣は後

睾丸の右上方，前睾丸の左側に位置する。小胞状の卵黄

巣を腹吸盤から虫体後端ちかくまで認める。虫体表面に

皮鰊は認められないが，微細均一の微粒子状構造と，虫

体前後を除く側面に多数の雛が認められた。これらの形

態学的特徴はCJmostomumcompZα"αtum（Rud.，

1814）の成虫（Yamaguti，1933）によく一致した。

フナに寄生する被嚢幼虫の形態的特徴は虫卵が存在しな

いことを除いては人体例の成虫と区別できなかったが，

体表には長さｌｑｕｍ前後の多数の単生皮鰊が弱拡大

(１０×10）においても明瞭に観察された。

緒目

CZmostomum属吸虫に関連する我が国の医学雑誌

の諸論文において，寄生虫性咽喉頭炎はhalzounとし

て知られ，CZmostomumのほか，肝蛭FascioZα/ze-

patjcaの幼虫および蛭Ｌｉｍ"ａｔｉｓ〃iZoticaが原因と

なると引用されているが，halzounの原因は肝蛭では

なく，犬舌虫ＬｍｇｕａＭａｓｅ７７ａｔαによるものと訂正

された文献や参考書（山本ら，1978；宮崎・藤，1988；

GoldsmithandHeyneman，1989）も見受けられる。

このような寄生虫性咽喉頭炎のうち，CZmostomum

属吸虫を原因とする山陰地方の１症例を報告する。

材料および方法

pCJinostomum属吸虫は島根県の一人体寄生例の成
虫および島根県安来市で捕獲されたフナＣａｒａｓｓｉｕｓ

ｃａ７ａｓｓｍｓに寄生する被嚢幼虫をカルミン染色された

封入標本として光学顕微鏡で観察した。

症例

患者：２７歳，島根県松江市在住の女'性

主訴：咽頭異物感

初診：1994年２月10日

現症および経過：およそ２週間前から咽頭異物感があっ

た。３日前にフナの刺し身を食べた後からさらに痛みが

出現し，松江市立病院耳鼻科を受診した。受診時の血液

一般検査では異常所見は認められなかった。精査したと

ころ左咽頭後壁にへばりつくように付着していた寄生虫

体が発見され，鉗子で除去された。その後うがいをして
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たはコイCyprimLscarYpioが生食されている。山陰

地方の自然感染巣は詳しく調査され（ＡｏｈａｇｉｅｔａＬ，

l992a，ｂ;1993a，ｂ;AohagiandShibahara，1994)，

終宿主として５種類の水鳥と，中間宿主として７種類の

淡水魚が確認されているが，本例の患者もフナの刺身を

食べている。フナ生食後の異物感とそれ以前にあった異

物感の違いは問診されてなく不明であるが，子宮内卵数

は約20個で，実験感染24時間後の虫体（Yamaguti，

1993）よりやや多い程度であり，感染数日後の虫体と考

えられた。

CZt"ostomum属吸虫はこれまで世界で50種類以上

報告されているが，日本の人体例の虫体は７例がC

compZa7zatumと同定され，他の７虫体がこれによく

似たＣ肋ostomumsp、として扱われている。吸虫類

の特徴である体表の皮鰊についてはＣｃｏｍｐＺａ７ｚａｍｍ

では台湾（Ｌｏ，ｅｔａＬ，1982)，北米（McAllister，

1990）産被嚢幼虫，日本では症例５，１４の虫体や山陰産

被嚢幼虫（AohagietaL，1992a；1993b;Aohagiand

Shibahara，1994）に認められており，著者らが再確

認した被嚢幼虫の皮鰊は大きく，観察すれば見落とすこ

とはないと考えられる程度に著明であった。しかし，症

例１，４，１１，１２，１３，１５，１７の虫体，水鳥類寄生の成

虫（Aohagi，ｅｔａＬ１９９３ａ；Kagei，ｅｔａＬ，1988）や
京都府，愛知県，九州の被嚢幼虫（木船ｂ上坂，1994）

には皮鰊が存在しない。終宿主へ寄生させた成虫やマウ

ス腹腔や鶏の漿尿膜へ移植後に回収された虫体では３－

６日のあいだに皮鰊がなくなる（FreidandFoley，

1970；LarsonandUglem，1990）ので，成虫に関し

ては皮鰊の有無を問題にできない。しかし，被嚢幼虫の

時期に皮鰊のあるものとないものが存在する以上，これ

を考慮せずに日本産をCcomJoZα"αtILml種類に限

定してしまうには根拠が不足していると考え，本例の虫

体についてはCZmostomILmspと同定するにとどめ

ることにした。

寄生虫性咽喉頭炎の概念は多発する－部地域の民間で

halzounと呼称されていた咽喉頭炎の原因を追及する

ことから始まり，疾病の原因が犬舌虫ＬｍｇｕａＭａ

ｓｅ７７ａｔａの被嚢若虫の感染によるものであることが明

らかにされている。Halzounは一般的に家畜の内臓生

食後１－２分から30分後に異物感が発生する急性症で，

多様で激しい症状を示すが，突き刺すような喉の奥の痛

みが耳まで広がるのが特徴的で，強い酒やさまざまな刺

激物を引用する民間療法が取られている（Watsonand

Kerim，1956；ＫｈａｌｉｌａｎｄＳｃｈａｃｈｅｒ，1965；Ｓｃｈａｃｈｅｒ

ｅｔａＬ，1969)。Halzoun（アラビア語の貝）の呼称は，

原因を究明する過程でasnail-likefashonの語源に合

致するものとして，吸着した蛭のうず巻く形（Witen-

berg，1944）や肝蛭で満ちて拡張した胆管の

解；
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Fig.１MorphologyofCﾉﾉ"osrom"msp.(ventralview）

Ａ，acetabulum；Ｃｐ,cirrusporch；１，，intestine；０，

oralsucker;Ｏｖ,ovary;Ｔａ,anteriortestis;Ｔｐ,pos-

teriortestis；Ｕｓ,uterinesac；Ｖｉ,vitellaria．

￣

考察

CZinostomum属吸虫の人寄生例は少なく，これま

でに日本で14例，イスラエルで１例（Witenberg，

1944)，韓国で１例（ChungetaL，1995）報告されて
いるので，本例は世界で第17例，日本の第15例，島根県

の第４例にあたる（Tableｌ）。この吸虫の寄生部位は

咽頭12例，喉頭３例で，主な症状は喉の異常感，異物感，

違和感が10例，軽い咽頭痛７例，嚥下痛３例，血疲２例，

咳や項れ声がｌ例である。１例を除いて，感染後（推定）

３日程度ですべて虫卵を持つまでに発育している。発症

後病院を訪れたのは淡水魚の刺身を食べた当日から３日

以内が３例，４日から１週間以内が６例，約１か月が２

例のように症状が軽く潜伏期は長い。日本では不明の５

例を除いて12例で発症前にフナ類Ca7assiussppま
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TablelAlistofhumancasesinfecteｄｗｉｔｈＣﾉﾉ"Cs/０ｍ"〃
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Yamashita（1938）

HoriU942）
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１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ

３
８
６
４
７
４
３
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４
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Ｃ・ComP/α"αｍｍ

Ｃ""osrom"ｍｓｐ．

Ｃﾉﾉﾉｍｓｒｏｍ"ｍｓｐ．

Ｃ・ＣＯﾉﾌﾞZﾉﾌﾉα"α/"、

Ｃ・ComP/α"αｍｍ

Ｃﾉﾉ"osroﾉ、ｲﾉ77ｓp、

Ｃ､comp/α"α/"、

Ｃ・comp/α"αr"、

Ｃ・comPﾉα"α/"、

Ｃ""Cs/o、"ｍｓｐ．

HiraicraL（1987）

Furukawa＆Miyazato（1987）

Ｙａｍａｎｅｅｍ/､（1989）

Ｕｍｅｚａｋｉ２ｒＱＬ（1990）

YoshimuraeraL（1991）

Isobecrd/､（1994）

Kifune＆KousakaO994）

Ｋｉｆｕｎｅｅｒｑ/・（1994）

ＣｈｕｎｇｅｒａＬ（1995）

Presentauthors（1996）

'

diverticulumは貝の形（WatsonandKerim，1956）

などが由来であろうと推測され，肝蛭，αmOStOmU77Z

属吸虫，蛭などが疑われていた。CZmostomumに関

してhalzounを起こしうることが示唆されたのは，こ

の吸虫が蛭と同じように吸着して深い傷を作って吸血す

るとした仮定による（Witenberg，1944）もので，そ

の後この説明は不十分な事実であり，halzounとは臨

床的にも，多発地域における食生活や発生状況など疫学

的事項からも異なるものとして否定されている

（WatsonandKerim，1956;SchacheretaL，1969)。

一方，発症が家畜の内臓生食後に起こることから最初に

Ｐ疑われた肝蛭については，adoubtfulexplanationと
疑問視され（Witenberg，1944)，その後感染実験の結

果からも，発育史上，発症経過などからも否定された

（WatsonandKeril，1956；Azar，1964；Khaliland

Schacher，1965）ように，これまで幼虫または成虫

が患者の咽喉から見いだされた報告はない。蛭を

halzounのもっとも一般的な原因とする意見もあった

（Witenberg，1944）が，多発地域で症例数が少なく，

症状も異なる咽喉頭炎とされ（WatsonandKerim，

1956)，clinostomiasisの第１例が報告された頃，世

界的に200例ちか〈が集計されている蛭類の咽喉寄生例

では潜伏期が長く，蟻走感があって嚥下痛はないことが

特徴で，コカイン，酢酸，トリクロル酢酸，塩などを用

いた医師による一般的治療で治癒することがすでに知ら

れている（丸山，1930;加地，1934；西脇，1934;Witen-

berg，1944)。したがって，CJmostomum属吸虫の

症例報告（1962～1994年）で引用されているWiten-

berg（1944）による寄生虫性咽喉頭炎の概念は，その

論議の一部で，その後の訂正も行われていない。本疾患

は寄生虫，感染方法，潜伏期，症状，治療法などがそれ

ぞれ異なる３型からなり，日本に多発するClino-

stomiasis，多発地域の中近東でhalzoun（または

marrara）と称されているlinguatuliasisおよび世界

的に熱帯・亜熱帯地域に分布するhirudiniasisに大別

されると理解されている。

本論文の要旨は第64回日本寄生虫学会大会において発

表した。
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Case Report

THE FOURTH CASE OF HUMAN INFECTION WITH

CLINOSTOMUM SP. (TREMATODA: CLINOSOMIDAE) IN SHIMANE PREFECTURE

JOJI MAEJIMA, Soil FUKUMOTO, Takeo TANIHATA, Hao-Ran WANG AND Kazumitu HIRAI

Department ofMedical Zoology, Faculty ofMedicine,

Tottori University, Yonago 683, Japan.

A mature worm was found on the mucosa ofthe pharynx ofa 27-year-old female who complained of an abnormal

sensation of a foreign body and pain of the throat after eating raw crucian carp, Carassius sp.. The worm was identified

to be Clinostomum sp.. This is the 15th reported human case of a Clinostomum infection in Japan and the fourth case

in Shimane Prefecture.




